
いては、文化会館を主とした鑑賞事業により鑑賞者 業等に発信していくとともに、子供や親子等をターゲットとし

数が伸びている。 た事業の展開を図っていくことで、若い世代への文化芸術活動

　また、市民自らの活躍できる機会をつくるという部分につい 参加への裾野を広げていく。

ても参加者数は伸びてきている。しかしながら、市民が作品や 　特に、令和７年度に実施する「市民で創る第九コンサート」

活動を発表する場として、市展や文化祭、音楽祭等が市民主体 や「“あなた”が創るコンサート」のように市民参加型事業を

の運営体制により開催されているものの、出演者や出品者固定 仕掛けることで、市民が文化芸術に触れ、活動する機会を増や

化・高齢化していることから、活動の底辺拡大や若い世代への していく。

継承が必要になっている。 　また、これらについて、令和７年度に策定する「戸田市文化

芸術推進基本計画」のもと市民や文化芸術団体による活動の推

進を図っていく。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 7年 6月12日 作成部局名 市民生活部 担当部局名 教育委員会事務局

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞
担当課

基本目標 担当課

担当課

関係課

施　　策 関係課

関係課

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) 当初値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

その他施策の取組事項に

係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

文化スポーツ課

02
創造性や豊かな心を育むまち

生涯学習課

06
芸術文化活動の推進

市民の芸術文化に対する関心を高めるために、質の高い音楽や芸術に触れることのできる環境を整えるとともに、市民自ら

の活躍できる機会をつくるなど、市民の芸術文化活動を促進します。また、現在残されている文化財の記録保存を含め後世

に継承するとともに、まちづくりに文化財を活用しつつ、歴史的な特色を活かした新しい価値を創造し、地域文化の向上を

文化会館管理運営費

芸術文化振興事業

文化祭、音楽祭、美術展覧 出品者数・参加者数
人 2012以上 2,012 628 1,138 1,179 1,213

会の出品者数・参加者数

文化祭、音楽祭、美術展覧 来場者数
人 12,947 12,947 3,035 7,224 10,833 11,401

会の鑑賞者数 (目標値12,947以上 )

指定管理業務における文化 年間の参加者数
人 102 94 23 166 164 468

事業の参加者数

指定管理業務における文化 年間の鑑賞者数
人 20,165 20,165 13,492 19,935 18,802 27,110

事業の鑑賞者数 (目標値20,165以上 )

市の文化財の認知度 文化財を認知している市民の割合
％ 30.9 18.4 - - 9.4 -

(生涯学習に関する市民意識調査 )

　質の高い音楽や芸術に触れることのできる環境を整えるとい 　引き続き、文化祭や市展等のイベントPRを、市民、学校、企

う部分につ



任
意

4,576 芸術文化関連団体の高齢化や出展の

12,492 固定化が課題となっている中、本事

－ － １ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 02 01 17 01 01 4,541 業において団体への支援や市民の文

文化祭、美術展覧会の開催。 4,476 化芸術に触れる機会の創出による課

文化活動団体の支援。 15,708 題解消を図ることは重要である。

02 文化会館管理運営費　（文化スポーツ課）

文化会館管理運営費

任
意

242,068 文化会館は、市の文化芸術活動の重

281,363 要拠点であることから、施設を安全

○ － ２ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ01 01 02 01 17 02 01 283,258 に保つ必要がある。また、文化会館

文化会館の効果的かつ効率的 283,018 事業は、鑑賞事業や市民参加型事業

な管理運営 2,499 の推進を図る最重要事業である。

01 文化財保護事業　（生涯学習課）

文化財保護事業

義
務

7,904 文化財の保護、啓発に努める。

12,267

－ － １ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 義01 01 10 04 04 01 01 13,423

文化財の調査、保護活用の充 13,422

実。文化財学習指導者及び郷 6,640

02 郷土博物館運営費　（生涯学習課）

（再掲）郷土博物館資料収集

任
意

＜（再掲）について＞

・保存利用事業 本事業は、他の施策を主たる施策として構成する事

02 01 1

戸

0 04 06 02 02 務

田

事業ですが、一部が本

市

施策にも寄与するため

施

「再

戸田市に関わる自

策

然・歴史・ 掲の事務事

評

業」として、参考に掲

価

載しています。

民俗・

シ

考古資料等を収集、整

ー

※事業内容は、当該事

ト

務事業評価シートを参

作

照

成

（再

日

掲）展示及び教育普及

令

事

任
意

＜（再掲）につ

和

いて＞

業 本事業は、他

 

の施策を主たる施策と

7

して構成する事

03 0

年

1 10 04 06 02 0

 

3 務事業ですが、一部

6

が本施策にも寄与する

月

ため「再

　展示事業に

1

ついては、常設 掲の事

2

務事業」として、参考

日

に掲載しています。

展

作

のほか企画系展覧会を

成

開催 ※事業内容は、当

部

該事務事業評価シート

局

を参照

名 市

R6

民

決算額 R7計画額 R8

生

予算額
計（千円） 事業

活

費 254,548 30

部

6,122 301,2

担

22
うち一般財源 25

当

4,243 300,2

部

07 300,916

局名 教育委員会事務局

○結果と今後の方向性

進捗状況
（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（予算） 令和０７年度（事業費総額） 令和０８年度 令和０９年度 令和１０年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

今後の方向性（人員） 令和０７年度（人件費総額） 令和０８年度 令和０９年度 令和１０年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

【企画財政部コメント】

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R6決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R7予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
8

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

　各指標における数値が目標値に向かって増加している。特に、指定管理業務における文化
事業の鑑賞者数は目標値を大きく超えた。鑑賞事業においては、実施事業の認知度の向上や
興味を引く事業が多く実施されたものと考える。引き続き、鑑賞から参加へつながるような
事業展開を進めていきたい。

Ｂ

306,122 ↓ 301,222 ↓ 255,234 → 255,234
芸術・文化関連事業については、引き続き、文化会館の指定管理者と連携し、市民参加型事業により市民の芸術・文化に触れる機会の創出
に努める。また、令和７，８年度は、文化会館における設備の老朽化に伴う修繕を実施していく。
文化財の調査や標柱等の改修事業を今後も継続して実施していく。

24,847 → 24,847 → 24,847 → 24,847
芸術・文化関連事業については、文化会館の指定管理者や文化芸術団体と連携し、現状の人員体制を維持し工夫しながら取り組む。
文化財の調査や標柱等の改修事業を今後も継続して実施していく。

01 芸術文化振興事業　（文化スポーツ課）

芸術文化振興事業


